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論文題目
Imperceptible Pattern Projection Method Considering Projection Surface Color
投影面色を考慮した不可視パタン投影手法の提案

要旨

本研究では，カメラの感度特性と人の視覚特性の違いに着目し，様々な表面色に対して人に知覚され
づらい不可視パタンの投影手法を提案する．本提案手法を応用することで壁や床に対してプロジェク
ターを照明のように利用しながら不可視パタンを埋め込むことができる．本手法の応用例として，スマホ
などを用いた拡張現実感システムにおける位置合わせの補助や環境からの情報取得が挙げられる．不
可視パタンを実現する方法として，継時加法混色の原理を利用した2色高速切り替え表示によるパタン
埋め込み手法が提案されている．しかし既存研究の多くは，ディスプレイの使用，もしくは白色面に対す
るプロジェクタ投影を前提としており，任意の表面色に対するプロジェクタ投影を考慮した研究は存在し
ない．そこで，本研究では，様々な表面色に対して様々な2色の組み合わせによる継時加法混色をプロ
ジェクタで投影し，どのように知覚されるかを明らかにした．具体的には，継時加法混色により埋め込ま
れたパタンのアーティファクト視認の知覚のされ方には“ちらつき”，“色ずれ”の2種類があることを仮定
し，評価実験を行った．結果，これらの知覚評価は投影条件に対して異なる傾向を持つことが分かっ
た．また，この実験データをもとに“ちらつき”，“色ずれ”の両方を低減した継時加法混色による2色の選
び方をモデル化した．そして，このモデルが先行研究で用いられた2色の選択方法と比較して認識され
づらいかどうかの検証実験を行い，提案手法の方が“ちらつき”，“色ずれ”ともに知覚されづらいことを
示した．


